














広主fJあさひい）

望の大滝公民館か完成

地域づくりの拠点ととも！こ

ダムまつり・ワインまつり

にも活用ガ期待

区のシンボルとして 、 多くの手IJ用が望まれる大滝公民館

大
地
区
民
長
年
の
願
望
だ
っ

た
新
し
い
公
民
館
が、

十
二
月

e

にl一
円
に
完
成。
同
館
の
そ

ば
を
通
る
集
落
道
下
道
線
の
改

良
工
事
と
大
滝
ポ
ン
プ
庫
の
新

設
工
事
の
完
成
と
を
合
わ
せ
て

祝
う
落
成
式
が一
月
三
十
日、

同
公
民
館
で
行
わ
れ、
区
民
に

と
っ
て
は
三
震
の
喜
び
に
沸
き

か
え
り
ま
し
た。

同
公
民
館
は、
区
内
に
上
郷

ダ
ム
を
有
す
る
こ
と
か
ら、
『
水

力
発
也
施
設
周
辺
地
域
交
付

金』
の
補
助
を
受
け
て
建
設
さ

れ
た
も
の
で、

木
造
平
屋
建
て、

床
延
面
積
百
二
十
平
方
メ
ー
ト

ル
の、

白
を
基
認
に
し
た
モ
ダ

ン
な
建
物。
内
部
に
は
二
十
七

畳
の
集
会
用
大
広
間
の
ほ
か
調

理
室、

小
会
議
室
な
ど
が
あ
り、

総
事
業
費
は
約一
千
四
百
万
円。

今
後
は、

区
民
の
生
活
学
習

や
治
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

世了、
ω
活
川
が
期
待
さ
れ
る
ほ

か、

川
公
民
館
は
町
の
二
大
イ

ベ
ン
ト、
上
郷
ダ
ム
ま
つ
り
と

ワ
イ
ン
ま
つ
り
が
聞
か
れ
る
上

郷
タ
ム
公
園
の
入
口
に
あ
る
こ

と
か
ら、

町
の
顔
と
し
て
町
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も一
役
買

い
そ
う
で
す。

昭
和
六
十
年
度
か
ら
設
け
ら
れ
芝
町
職
員
の
海
外
研
修
派

遣
制
度。

舎
回、

北
部
出
張
所
の
阿
部
主
事
ガ
去
る
十一
月

十
四
日
か
ら
十
二
自
問、

殴
州
四
力
冨
の
社
会
教
育
視
察
に

参加
し
て
帰
り
ま
し
疋
の
で、

今
月
号
と
来
月
号
に
分
け
て

そ
の
報
告
を
し
ま
す。

欧
州
社
会
教
育
視
察
団
に
参
加
し
て

ーー・
阿
部
喜
栄
治

盤

ロ
ン
ド
ン
の
街》

ロ
ン
ド
ン
の
街
犯
は、
占
典

的
で
整
然
と
し
た
感
じ
が
す
る。

紳
士
の
固
に
ふ
さ
わ
し
い
雰
囲

気
が
漂
う。
位
築
物、

展
示
物

か
ら
歴
史
の
心
み
と
過
去
の
大

英
帝
国
の
威
級
会
感
じ
る。

市
内
見
学
で
特
に
印
魚
に

残
っ
た
も
の
は、

世
界一
の
博

物
館
と
い
わ
れ
る
大
英
博
物
館

で
あ
る。
古
代
エ
ジ
プ
ト、
ギ

リ
シ
ャ
の
遺
跡、

彫
刻
群
に
は

驚
か
さ
れ
た。

国
内
事
情
を
聞
け
ば、

災
悶

病
と
酷
評
さ
れ
た
経
済
は
ど
い

ぶ
回
復
し
た
が
失
業
率
ト
問
%、

特
に
若
者
が
職
に
付
け
な
い
状

況
で
あ
る。

失
業
手
当
二
万
円九

千
円
を
資
金
に
し
た
麻
薬
が
大

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
き
て

紳
士
の

国

イ
ギ
リ
ス

い
る。
ハ
イ
テ
ク
産
業
立
国
を

自
指
す
英
国
と
し
て
は、

優
秀

な
若
者
の
育
成
が
急
務
の
謀
題

で
あ
る。
そ
の
た
め
様
々
な
政

策
が
実
行
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る。

《
コ
ン
バ
ー

ト
ン・
ピ
レ
ツ
ジ・

コ
ミ
ユ
二

テ
ィ
l

カ
レ
ッ
ジ》

ロ
ン
ド
ン
よ
り
率
で
一
時
間

半、

大
学
で
有
名
な
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
市
郊
外
の
村
コ
ン
バ
ー

ト
ン
を
訪
問
す
る。

こ
の
施
設
の
特
徴
は、

①
義

務
教
育
（
日
歳
i
M
歳）
を
行

う
学
校
で、

主
に
夜
間、

土
曜、

日
曜
を
利
用
し
様
々
な
成
人
教

育
が
行
わ
れ
て
い
る。
②
講
師

に
つ
い
て
は、

学
校
の
先
生
の

ほ
か
パ
i
ト
で
五
十
人
ほ
ど
が

当
た
っ
て
い
る。
③
内
容
は、

九
O
コ
l
ス
あ
り、

二
千
人
の
成
人
が
学

（ 

ん
で
い
る。

日
課
に
つ
い
て
は、

月
1
金

曜
日
は
午
後
5
時
1
午
後
日
時

ま
で、
土、

口
曜
日
は
終
日
開

校。
各
コ
l
ス
と
も
週一
回
で

一
O
過
で
終
了
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る。
授
業
料
四
千
五
百

円
程
度。

コ
ー
ス
の
内
容
は、「
高
齢
者

の
健
康
管
理」
「
語
学」
「
美
術」

「
楽
焼
き」
「
恵
の
盤
備」
「
溶

接」
寸
パ
ト
ミ
ン
ト
ン」
「
ヨ
ガ」

「
ダ
ン
ス」
等、

大
変
き
め
こ

ま
か
い
コ
ー
ス
設
定
と
な
っ
て

い
る。
人
気
の
コ
ー
ス
ベ
ス
ト

ス
リ
ー
は、

前
記
三
コ
i
ス
と

の
こ
と。
な
ん
と
往
く
う
な
ず

け
る
占…
が
あ
る。

施
設
の
ハ
ー
ド
商
に
つ
い
て

は
日
本
の
ほ
う
が
進
ん
で
い
る

が、
若
い
婦
人
の
た
め
に
託
児

，

副官

戸
、
．
4
・ム

ー
点a－v

届

Jッジと阿部主本）









寸
遊
ん
で
ば
か
り
い
て
図
る
ω

と、

お
回
さ
ん
だ
ち
は
よ
く
言
い
ま
す。

で
も、

だ

れ
と
も
遊
ぽ
う
と
し
な
い
子
ど
も
巴
な
つ
だ
ら
ど
う
で
し
ょ
う。

か
え
っ
て
そ
の
方
ガ

仙
配
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
よ
く
学
び
よ
く
遊
べ
』

と
蓄
か
ら
い
わ
れ
て
い
ま
す。
心
フ
月
は、

巳
つ
い
て
考
え
て
み
定
い
と
思
い
ま
す。

ー
教
育
広
報
委
員

学
校
が
一

番
す
き

「
先
生

、
今
回 、
中
間
休
み

あ
る

？ 。」
朝 、
教
室
に
入

る

と

、
あ

い

さ
つ

も
そ
こ
そ
こ
に

こ

ん

な
質
問

を

さ
れ

る
こ

と

が

あ
り
ま
す 。

そ
れ
は

、
た

い

て

い

、
前
日

の

中
間
休
み
に
そ
う
じ

が
あ
っ

た
り

し
て、
遊
べ
な
か
っ
た
時

で

す 。
だ
か
ら 、
朝
か、り

、
中

間
休
み

が
あ

る
か

ど
う
か
心
配

な

の

で

す 。

中
間
休
み
・

昼
休
み
・

放
課

後 。
学
校

で

は
友
だ
ち

と

遊
べ

る
時
間
は
あ
ま
り
多
く
は
あ
り

ま
せ

ん

。
し
か

し、

子

ど
も
た

ち
に

と

っ
て

、
こ

の

休
み
時
間

こ
そ 、
最
大

の

楽
し
み
な

の

で

す 。
勉るイ中大
強 のき
か よな
ら い集
は 友固

な だで
れ ち遊
て と べ
気 遊る
分 ベ

． 

転
換
が
は
か
れ

る。

体
育
館
や
校
庭

を

所
狭
し

と

元
気

い

っ
ぱ

い

走
り
回
っ

て
遊

ん
で

い

ま
す 。

子

ど
も
た
ち
は

、

こ

の

限、つ

れ
た
休
み
時
間

の

中

で

、

い

ろ
い

ろ
な
経
験

を

重
ね 、
社
会

の

ル
l

ル

を

自
然
に
党
え

て

い

く

の

で

す 。
「

先
生 、
O
O
さ

ん

ば
っ
か

り
ブ
ラ
ン
コ

の

っ
て、
か

し
て

け
ね

｜」
「
O
O
君 、
順
番
守、つ

、
A
F’
l。・

－
噌A吋

」

な
ど

と

、
苦
情

の

出
る
こ

と

も

あ
り
ま
す 。
遊
び
に

も
約
束
ご

と

が
あ

る
こ

と
を

、

子

ど
む
た

小
学
生
の
遊
び

小
関

亮
子
｜

ち
は
自
覚
し
て

い

く

の

で

す 。

休
み
時
間

を

十
分
遊

ん

だ

子

ど
も
は 、
大
き
な
満
足
感

を

も
っ

て、
次

の

時
間

の

勉
強
に

取
り
組
め

る

の

で

す 。
赤

い

ほ
っ
ペ
た

を

し
て

、
汗

を
い

っ

ぱ

い

か
き
な

が、つ
教
室
に
入
っ

て
く

る

子

ど
も
た
ち
は 、
こ

ん

な

こ

と
を
い
い

ま
す 。

「
あ
っ
つ

い

な 、
先
生
ヒ
ー

タ
ー

消
し
て」

思

い

き
り
体

を

動
か

し
て
遊

ん

だ
チ

ど
む
は 、
顔

が
輝

い

て

い

ま
す 。
授
業
は
じ
め

の

あ

い

さ

つ
も
生
き
生
き

と

し
て

い

ま
す 。

子

ど
も
た
ち
は 、『
み

ん

な

と

遊
べ

る
か
ら
学
校
は
楽
し

い

』

と

考
え

て

い

る

の

で

す 。

心
を
わ
け
る
相
手

今 、
テ
レ
ビ

ゲ
l
ム

が
は

や
っ

て

い

ま
す 。
テ
レ
ビ

の

前

に
一
人
す
わ
っ

て
何
時
間
も

－園
園田
・・

もがゲ
lまL、｜
本るム
当

と

を

にしゃ
よ、fこ っ
く、らて
遊 、

い

ん

こ

る

で

の

子

い
子

ど
るども

手をはなすな／仲間があぶない
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広報あさひ（とげ）

M似

前倒

辺

市

本

町

前
回
沢

大
谷一

字
津
野

大

似

西
給
波

商

町

政若鈴細程度 ti鈴阿佐
辺月本谷i笠井木都竹

併協土給制理。f炉孝E裕す替、
－日也φE塁。朗t沙s美ム子G司じ澄1

＝敏 消雅政孝武花
3 ・
易問問隆之夫彦司 ー

＊
や
す
ら
か
に

（
死
亡
届）

円以
年
ロ
月
1
日
1

MM
年
ロ
月
幻
日

区

名

死
亡
者
氏
名

世
間市
主

常

総

長
関
ま
す
ゑ

警
兵
衛

太
郎
ニ

長
岡
太
右
エ
門

太一

大
谷
一

図
井

シ
ケ

白
間
際

司

元

町

治
野

り
つ

啓

三

八
ツ
羽田

大
沼

と
め

栄

悦

日
年
l

月
l
a
i

臼
年
1
月
引
日

区

名

死
亡
者
氏
名

役
得
主

選

橋

治
野

俊
志

孝一
郎

薬
木
沢

進
一際

政
勝

政

則

大
粉
本

田明
江

必
殺

孝

治

大
谷
五

長
岡
石
五
郎

正

MMU

常

盤

長
岡
阿叫
吾

文

雄

今

平

鈴
木
さ
だ
ゑ

お
き
だ

常

盤

府
藤

荘
み

仁

大

沼

自
国

益
網開

俊

正

＊
人
口
と
世
帯
数

（
臼
年
ロ
月
幻
自
現
在）

一
O 、
九
六
九
人（

六｝

五 、
悶
悶
九
人（

七）

五 、
五
二
O
人（
AU

ご

マ
人
口努女

州

‘．，

Z
胃F

で
恐
縮
な
諮
．題
だ

酬

R酎閣
が 、

公
開制
の
身
に
あ
り
な

酬

圃・函

が
ら
己
れ
自
身
の
健
康
管

酬

圃E・園

田仕
を
怒
り 、

新
年
早
々
か

川

・E聞・
・

つ
入
院
治
療
の
止
む
な
き

山

岡岨園園

に
い
た
り
JU
ら
お－－
し」

，

／
Z

ア

川

a
a－－

の
戦
列
か
ら 、

約
一
ヶ

月

1

E
→
こ一

ぬ

な一

川

問
機
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は 、

E
z
r
7一

カ

虻

潔
鉱
山

き
わ
め
て
残
念

言 。

！

；
園

1
1
1
；

ー

昌
幸一
－
t
A

－

n
c
h
h《

川

V
入
院
期
間
中
『

情
報
過
疎」
が
不

川

安
に
な
り 、

地
方
紙
は
も
ち
ろ
ん
中

恥

央
紙
の
新
聞 、

全
部
を
売
店
か
ら
WH

い
あ
さ
り 、

少
し
で
も
返
れ
ま
い
と

川

努
力
ば
し
た
つ
も
り
だ
が 、
「

ナ
マ
」

ー

の
情
報
入
手
に
手
間
ど
り 、

元
気
で

在
宅
し
て
お
れ
ば
と
悔
み 、

健
康
の

州

あ
り
が
た
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
た

川

入
院
生
活
だ
っ
た 。

川

V
「

同
病
相
あ
わ
れ
む」
と
い
う
こ

酬

と
わ
ざ
が
あ
る
が 、

同
窓
で
の
会
話

川

は
「

君
は
ど噌』
だ」
か
ら
は
じ
ま
る

附

が 、
「

朝
日
町
だ」
と
答
え
る
と 、
「

今

川

年
も

市笠原
が
ら
雪
お
ろ
し
く
ん
な
だ

川

が
え」
「

タ
キ
タ
ロ
l

て
ど
だ
な
色…

酬

だ』
と
聞
か
れ
た
と
き
は 、

ガ
γ
ク

州

V
朝
日
町
を
イ
メ
ー

ジ
で
売
ろ
う
と

川

町
は
「

C・
I」

（
企
業
イ
メ
ー
ジ
の

州

総
合
戦
略）

の
導
入
を
計
画
し
た
と

州

開
く 。

新
し
い
手
法
で

♂し
ら
お

川

こ
し』
の
先
織
を
行
く
「

朝
日
村
L

川

に
追
い
つ
き
追
い
越
す
た
め
に 、

町

酬

民
が
期
待
す
る
『

ふ
る
さ
と
衛
法」

川

の
起
爆
剤
と
な
る
強
力
な
戦
略
を
ね

川

り
上
げ
て
ほ
し
い
も
の
だ 。
（
ほ
円）

円v
世
mw

二
六
一
一
二
世
裕
｛
ム
ご

（
l

月
れ
日
現
在｝

一
O 、
九
《
O
人（
ム
九｝

五 、
問
問
O
人（
企
九）

五 、
五
二
O
人（

O）

二
六
一
一
世
裕
｛
A
ニ｝

＊

す
こ
や
か
巳

（
出
生
届）

臼
年
ロ
月
1
日
1

MM
年
ロ
月
お
日

区

名

出
生
者
氏
名

父

名

魚

崎雄

俊
竹

佑
斗

伸

一

L
よ
号

杉

山

総
一様

相明

敏

本

町

鈴
木

紀

正

明

ave－
危
LV

i

太
郎一

長
陶

器常
降

純

一

川

崎

ル

団

防

岡

山

栗
本
沢

遠
藤

郎総

賢

一

（
婚
姻
届）

大
谷
二

佐
藤
あ
お
い

隊

司

臼
年
ロ
月
1
日
1

日出
年
ロ
月
日品
目

西

町

管
件
あ
す
か

昭

彦

今

平

神
奈
川
以

沼

向

菅
井

読
釦

賢

一

鈴
木

留一

。

鈴
木

恭
子

日
年
l

月
l
a
i

臼
年
l

月
幻
自

HV

山

天
童
市

伏

名

山山
生
者
氏
名

父

名

R
U－－

 

伊
化
山

d

mV

伊
藤
江
皇
子

太
郎一

長
岡

千
間
口叩

司

ー

出
会
い
は
ど
こ
で
？
と
聞
く

ー
ノ

ん

ん

h

代

さ

さ

「
山
形
で
か
な
7

L 。
新一
さ
ん
が
山

w

i
－

－

美

辺
で
大
工
修
業
を
し
て
い
た
こ
ろ 、

’

ふ
と
飲
み
に
行
っ
た
山
形
の
店
で
知

も

新

由

り
合
い 、

と
な
り
町｛
大
江
町）
の
よ

rL

し
み
で
意
気
統
合 。

何
度
か
デ
1
ト

UF
＝
2

．

を
虫
ね 、
可

白
念
の
た
め
に
二
人
で

F4 4

r a

『
ふ
る
さ
と
の
家』
を
や
う
な
い
か」

倉一

と
爽
剣
に
諮
る
新
一
さ
ん
の
愛
の
告

LH

白
に 、

ぐ
ら
つ
と 。

赤
句
ゃ
ん
は
？

と
た
ず
ね
る
と 、

ズ
パ
リ
「

五
人
欲

晶

41llunE

し
い
」
と
明
る
く
語
る
由
美
さ
ん 。

，v

i‘汁ー
・

彼
に
ひ
か
れ
た
の
は
『

や
っ
ぱ
り
優

し
き
で
す」
と
お
の
ろ
け
し
き
り ．

k
・
．

・
・

～

今
年
の
級
冬
は
三
人
の
せ
い
か
な
？

「
い
ろ
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
を
研
究
し
な

が
ら 、

二
人
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

マ
人
口男女

マ
ぽ
帯社

会
福
祉
協
議
会
へ

送
絡
の
清
野

孝一
郎
さ
ん
か
ら 、

必
ま
れ
な
い
か
た
の
た
め
に
役
立
て

て
下
さ
い
と 、

現
金
三
万
円
を
い
た

だ
き
ま
し
た 。

手
打
ち
ソ
パ

明
鏡
荘
へ
出
前
訪
問

『
ソ
パ
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い」

と 、

そ
ば
や
さ
ん
を
A宜白

ん
で
い
る
商

町
の
H民
間
利
閉押
さ
ん
が 、

ニ
の
ほ
ど

手
打
ち
の
ソ
パ
を
持
っ
て
悼公
諮
老
人

ホ
l

ム
弔

問μ
鋭
校』

を
出
前
訪
問 。

ソ
パ
好
き
な
お
年
寄
り
た
ち
は 、

品開

起
の
い
い
何
よ
り
の
贈
り
物
に
大
宮

び
で
し
た 。

λω
銭
信一
州

A

高川
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